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◇ 2012年 3月期 第2四半期決算概要

本日ご説明する内容

◇ 中長期成長戦略

◇ その他



11年3月期
12年3月期

第2四半期

日本 10社 10社

米州 5社 4社

欧州 2社 2社

アジア 10社 11社

計 27社 27社

2012年3月期 第2四半期 連結子会社

企 業 集 団 の 概 要

2012年3月期 第2四半期



11年3月期

第2四半期累計

12年3月期

第2四半期累計
増減率

売上高 81,606 81,242 △ 0.4%

営業利益 6,790 6,837 +  0.7%

経常利益 2,335 1,865 △ 20.1%

当期利益 103 451 + 333.8%

一株利益 1.81円 7.87円 ─

単位：百万円

2012年3月期第2四半期 連結決算

2012年3月期 第2四半期

為替(USドル) 88.91円 79.75円 9.16円高



公表値

(8月5日付)

12年3月期
第2四半期累計

増減率

売上高 80,000 81,242 +  1.6%

営業利益 4,900 6,837 + 39.5%

経常利益 4,600 1,865 △ 59.5%

当期利益 2,500 451 △ 82.0%

一株利益 43.64円 7.87円 ─

単位：百万円

2012年3月期第2四半期 連結決算

公表値との差異

2012年3月期 第2四半期
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事業別売上高

・計器 △１２億円

四輪：日本・米州・

アジア等で減少。

二輪：米州等で増加。

汎用：建機向等で増加。

・民生 △１０億円

ＯＡ機器向等で減少。

・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ △ ６億円

液晶ディスプレイが減少。

・その他 ＋２４億円

自動車販売及び樹脂材料

の加工・販売等が増加。

816

△4億円

(△0.4%) 812

2012年3月期 第2四半期

単位：億円



単位：億円

事業別売上高 (四半期別推移)
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事業別売上高 (計器①)

・四輪 △２９億円

本田ｸﾞﾙｰﾌﾟ、富士重

ｸﾞﾙｰﾌﾟ向等が減少。

・二輪 ＋１１億円

本田ｸﾞﾙｰﾌﾟ向等が増加。

・汎用 ＋ ７億円

キャタピラーｸﾞﾙｰﾌﾟ、

日立建機向等が増加。

610
△12億円

(△2.0％) 598

2012年3月期 第2四半期

単位：億円



単位：億円

事業別売上高 (計器②)
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△29億円
(△7.3%)
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所在地別売上高

・日本 ＋ ６億円

二輪・汎用計器、

その他等が増加。

・米州 ＋ ４億円

ブラジルの二輪計器

等が増加。

・欧州 ＋ ３億円

四輪・二輪計器等

が増加。

・アジア △１７億円

四輪・二輪計器、

民生機器等が減少。

816 812

△ 4億円

(△ 0.5%)

2012年3月期 第2四半期

単位：億円



単位：億円

所在地別売上高 (事業内訳)
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439437
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・米州 ＋１５億円

ブラジルの、

二輪計器等が増加。

・欧州 ＋ ６億円

四輪・二輪計器が増加。

・アジア △２０億円

四輪・二輪計器、

民生機器が減少。

(17.6%)

(53.6%)

( 8.3%)

(15.8%)

(28.0%)

( 7.5%)

(54.1%)

（30.3%)

（カッコ内は連結売上高に占める海外売上高の割合）

2012年3月期 第2四半期

単位：億円



2012年3月期 第2四半期累計

得意先別売上構成上位１０社

・クライスラーが10位から5位に。

2012年3月期 第2四半期
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単位：億円

営業利益 事業別
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第2四半期累計

12年3月期

第2四半期累計
増 減

営業利益 67 億円 68 億円 + 0.7%

ディスプレイ民生機器計器

2012年3月期 第2四半期



単位：億円

営業利益 所在地別
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営業利益 67 億円 68 億円 + 0.7%
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設備投資額と減価償却費

単位：億円

16

24
+ 8億円
(+50.0%)

△1億円
(△1.9%)

2012年3月期 第2四半期

・日本 ＋ ６億円

本社：製品内製化による

生産設備及び生産強化の

為の基板実装設備等

NSｳｴｽﾄ：生産革新の為の

工場増改築工事及び基板

実装設備等

・米州 ＋ ２億円

ブラジル：二輪計器増産

対応による成形機設備、

四輪計器新機種対応よる

生産設備等

・欧州 ＋ １億円

・アジア △ １億円



為替レート 実績

11年3月期

第2四半期

12年3月期

第2四半期
レート差 ％

ＵＳドル 88.91 79.75 9.16 円高 △10.3%

ポンド 135.03 129.25 5.78 円高 △ 4.3%

バーツ 2.77 2.65 0.12 円高 △ 4.3%

（期中平均）

為替感応度

ＵＳドルに対する １円 の変動につき、営業利益で １．２億円／年

2012年3月期 第2四半期

単位：円
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自己資本比率
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株主還元
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総配分性向（単独・連結）
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２０１２年３月期の連結業績予想につきましては、
円高の長期化による影響等先行きが不透明な状況
であること、またタイで発生している洪水の影響
につきましても不透明なことから、現時点では平
成２３年８月５日に公表した予想数値を据え置く
ことといたします。
今後、業績の推移を見極めて、必要に応じて業績
予想の見直しを行う予定でありますので、本日の
説明会での言及は控えさせていただきます。

2012年3月期 第2四半期

2012年3月期予想



2012年3月期予想

11年3月期

（実績）

12年3月期

（予想）
増減率

売上高 167,276 169,000 +  1.0％

営業利益 14,650 10,500 △ 28.3％

経常利益 10,490 11,000 +  4.9％

当期利益 6,010 6,000 △ 0.2％

一株利益 104.91円 104.73円 ─

単位：百万円

為替(USドル) 85.73円 80.00円 5.73円高

2012年3月期 第2四半期



◇ 2012年 3月期 第2四半期決算概要

本日ご説明する内容

◇ 中長期成長戦略

◇ その他



中長期成長戦略

もの造り力の強化もの造り力の強化

（１）開発・提案力の強化

（２）グローバル生産体制の強化

（３）高効率オペレーションの強化

■ 強力なコストダウンの推進

■ 成長市場で競合に打ち勝つ営業・開発・生産体制の構築



中長期成長戦略

もの造り力の強化

（１）開発・提案力の強化

先行技術開発の強化による市場の創造

① 次世代自動車インパネの研究・開発・提案

② ＨＵＤ（ヘッドアップディスプレイ）の開発・拡販

③ ディスプレイ技術の開発・拡販

④ コスト競争力のある要素技術・製品仕様の開発・提案



中長期成長戦略

もの造り力の強化

（２）グローバル生産体制の強化

成長市場･大規模市場への積極展開による計器
のシェア拡大

① 中国・インドの営業・開発強化と生産能力拡大

② 米国・メキシコが一体となったコスト競争力強化

③ グローバル相互補完体制の高度化

④ 海外生産工場の徹底した生産性向上



中長期成長戦略

もの造り力の強化

（３）高効率オペレーションの強化

複雑化する業務の高度な「仕組み化」による
競争優位の確立

① 設計の効率化による少人数・多機種設計の実現

② 生産・調達・物流の効率化によるコストダウン

③ グループ全体での管理部門のスリム化



中長期成長戦略

もの造り力の強化

（１）開発・提案力の強化（１）開発・提案力の強化

先行技術開発の強化による市場の創造

①① 次世代自動車インパネの研究・開発・提案次世代自動車インパネの研究・開発・提案

②② ＨＵＤ（ヘッドアップディスプレイ）の開発・拡販ＨＵＤ（ヘッドアップディスプレイ）の開発・拡販

③ ディスプレイ技術の開発・拡販

④ コスト競争力のある要素技術・製品仕様の開発・提案



計器開発のトータルコンセプト

当社の商品開発の方向性

クルマへの社会のニーズ

■環境性能の高度化

■安全性能の高度化

■情報通信性能の高度化

当社のシーズ

■ＨＵＤ技術

■ディスプレイ技術

(ＬＣＤ・ＯＬＥＤ)

ＨＵＤ・ＬＣＤ・ＯＬＥＤを核に、
安全運転を支援する「システム」としての
次世代インパネを開発

（１）開発・提案力の強化 ～ 先行技術の開発による市場の創造



－ 新商品企画開発 －

次世代自動車インパネの研究･開発･提案

（１）開発・提案力の強化 ～ 先行技術の開発による市場の創造

安全運転を支援する「システム」としてのインパネ

見やすい ： 視線移動が少ない、瞬間的に判読できる

操作しやすい ： 視線を移動させず運転に集中できる

安全確認しやすい ： 死角を無くす

メーター・ＨＵＤ・操作スイッチを

一体化したシステムとして開発

自動車の進化・ユーザーニーズの進化により、様々な情報が
インパネをインターフェースとしてドライバーに伝達される



－ 新商品企画開発 －

次世代自動車インパネの研究･開発･提案

ＨＵＤ

インパネ(右)インパネ(左)

・車速
・エアコン、
オーディオ

・ワーニング、
簡易ナビ

インパネ(中央)

・電子ミラー画像
・渋滞情報
・施設混雑情報 等

・電子ミラー画像
・フロント
死角補助画像

・回転数、残燃料、
距離

・ナビ地図
・スマホ連携画面
・車両診断情報

・HUD表示の調整
・スマホの操作
・メーターの操作

操作スイッチ

・ナビ、地図
・Audioソース
・音声検索

スマートフォン
との連携

（１）開発・提案力の強化 ～ 先行技術の開発による市場の創造



－ ＨＵＤ 売上高の予測 －

ヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）開発・拡販

42億円

66億円

170億円
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欧米自動車メーカーへの
『販売拡大』と『商品力強化』

ＨＵＤ搭載で先行する
「ＢＭＷ」に供給

（１）開発・提案力の強化 ～ 先行技術の開発による市場の創造



－ ヘッドアップディスプレイの商品性向上（小型化） －

・ＬＥＤを使用し、光源と表示体を一体化

（現行品:高輝度ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ + 表示ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ）

～ＨＵＤ小型化 → 中小型車 搭載促進

現行量産品と比べ、体積 30%削減

・フロントガラスの形状を問わず、

ＨＵＤ最小のパッケージが可能

～ＨＵＤ搭載容易 → 中小型車 搭載促進

コンバイナＨＵＤの Pop Up 機構

ＬＥＤ ＨＵＤ コンバイナ ＨＵＤ

ヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）開発・拡販

（１）開発・提案力の強化 ～ 先行技術の開発による市場の創造



中長期成長戦略

もの造り力の強化

（１）開発・提案力の強化（１）開発・提案力の強化

先行技術開発の強化による市場の創造

① 次世代自動車インパネの研究・開発・提案

② ＨＵＤ（ヘッドアップディスプレイ）の開発・拡販

③③ ディスプレイ技術の開発・拡販ディスプレイ技術の開発・拡販

④ コスト競争力のある要素技術・製品仕様の開発・提案



ＯＬＥＤ（有機ＥＬ）開発のトータルコンセプト

当社の商品開発の方向性

ＯＬＥＤの特長

■薄型・軽量

■低消費電力

■高精細・広視野角

当社の強み

高い信頼性が要求される

車載分野で業界トップの

実績を誇る

（１）開発・提案力の強化 ～ 先行技術の開発による市場の創造

①省電力の追求 ECO OLEDの開発・拡販

②パネルのサイズアップ化と低コスト化の両立

③有機ＥＬ照明の開発、市場参入



- サイズアップＯＬＥＤ（有機ＥＬ）の開発-

【特徴】新たなドライバＩＣの開発により、
ワンチップのＩＣでＯＬＥＤ駆動サイズ拡大を目指す。

有機ＥＬの開発・拡販

（１）開発・提案力の強化 ～ 先行技術の開発による市場の創造

例：産業機器用

サイズ ２．７” ４．２” ４．２“

ドット数 64×256
68×256

136×256

68×256

136×256

ＩＣ数 １チップ ４チップ １チップ

従来の小型サイズから中型サイズへと

製品領域を広げることで、車載用・産業機器用等

への拡販を進める。



- ＯＬＥＤ（有機ＥＬ）照明 -

【特徴】ＯＬＥＤの特徴である面発光・拡散光・薄型・高効率を生かし、
デザイン性の優れた照明を提案する。

スタンド照明
（試作品）

パネル照明
（試作品）

１０月２６日～２８日のFPD international 2011展に
出展し、多数のお問い合わせを頂いております。

各種カラーモデル
（試作品）

有機ＥＬの開発・拡販

（１）開発・提案力の強化 ～ 先行技術の開発による市場の創造



- グレースケール表示・セグメント/ドット混在表示ＬＣＤ -

※FPD international 2011 出展モデル ※ミラノショー出展予定

ＬＣＤ（ＳＴＮ）分野の開発・拡販

（１）開発・提案力の強化 ～ 先行技術の開発による市場の創造

【特徴】３Ｄを思わせる高いデザイン性と高機能を併せ持ったモデル
◇グレースケール表示、背面加飾表示による高いデザイン性
◇セグメント表示の見易さ、ドット表示の多機能表示による高機能化
◇車載信頼性を満足し、コストアップを抑制

セグメント表示
/ドット表示に
よる高機能化

グレースケー
ル表示による
立体感

背景加飾印刷
による演出

ドット表示に
よる多機能
表示

応用例：二輪車用計器



中長期成長戦略

もの造り力の強化

（２）グローバル生産体制の強化（２）グローバル生産体制の強化

成長市場･大規模市場への積極展開による計器
のシェア拡大

① 中国・インドの営業・開発強化と生産能力拡大

② 米国・メキシコが一体となったコスト競争力強化

③ グローバル相互補完体制の高度化

④ 海外生産工場の徹底した生産性向上



四輪計器 生産台数推移

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場･大規模市場への積極展開によるシェアの拡大～

（万台）

376 384
321 297

339

188 203

164
154

193

58
72

66
49

58

119

164

210
215

308

0

200

400

600

800

1,000

07年3月期 08年3月期 09年3月期 10年3月期 11年3月期

アジア

欧州

米州

日本

740

823

761
715

898

11年3月期
グローバルシェア

１２％



二輪計器 生産台数推移

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場･大規模市場への積極展開によるシェアの拡大～
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中長期成長戦略

もの造り力の強化

（２）グローバル生産体制の強化（２）グローバル生産体制の強化

①① 中国・インドの営業・開発強化と生産能力拡大中国・インドの営業・開発強化と生産能力拡大

② 米国・メキシコが一体となったコスト競争力強化

③ グローバル相互補完体制の高度化

④ 海外生産工場の徹底した生産性向上

成長市場･大規模市場への積極展開による計器
のシェア拡大



中国

欧州

日本
米国

タイ
インド

中国・インドの営業・開発強化と生産能力拡大

- グローバル営業･設計機能強化 -

成長市場である中国・インドを最重点地域としてシェア拡大を図る

中国 ： 四輪計器の生産能力拡大（武漢新工場）

二輪計器の生産体制再編

営業・設計機能の増強検討

インド： インド南部への新拠点検討（生産・営業・設計）

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場･大規模市場への積極展開によるシェアの拡大～



－ 中国ローカル系四輪車メーカーへの拡販強化 －

名 称 日精儀器武漢有限公司

設 立 2010年 6月（2011年内 工場着工予定）

合弁相手

（理由）

湖北東峻工貿有限公司（民営企業）

（中国系現地自動車メーカーに対する強い営業力）

出資比率 日本精機７５％ 湖北東峻２５％

目 的
中国 四輪車市場用計器シェアの拡大

・中国系現地自動車メーカーへの販売拡大

中国 湖北省 武漢市 武漢経済技術開発区

東風ホンダ/東風乗用車/神龍PSA等と
同じ開発区内

中国・武漢市に合弁会社設立

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場･大規模市場への積極展開によるシェアの拡大～



－ 中国ローカル系四輪車メーカーへの拡販強化 －

中国・武漢市に合弁会社設立

日精儀器武漢有限公司
2011年 6月 設立

2011年内の着工、2012年度後半より量産開始予定

［イメージ図］

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場･大規模市場への積極展開によるシェアの拡大～



二輪計器事業のコスト競争力強化

上海武漢

常州

浙江

★
★

★★

4輪

2輪

2輪

台湾
4輪

2輪

4輪

－ 生産体制再編によるコスト競争力強化 －

二輪主要部品に特化し、
集中生産拠点化

・2011年7月 100%子会社化
・2012年2月 機械式本体の量産開始

常州日精儀器有限公司

・機械式計器の生産拠点集約に向けて
上海日精儀器から一部移管中

・2012年6月 統準化メーターをローカル
メーカー向けに量産開始

浙江日精儀器有限公司

＜狙い＞ グローバル二輪計器のシェア拡大

2輪

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場･大規模市場への積極展開によるシェアの拡大～



中長期成長戦略

もの造り力の強化

（２）グローバル生産体制の強化

① 中国・インドのコスト競争力強化と生産能力拡大

②② 米国・メキシコが一体となったコスト競争力強化米国・メキシコが一体となったコスト競争力強化

③ グローバル相互補完体制の高度化

④ 海外生産工場の徹底した生産性向上

成長市場･大規模市場への積極展開による計器
のシェア拡大



－ メキシコ２法人体制 生産体制の拡充 －

2009年 8月～ 量産開始
･四輪車計器用部品
指針､文字板等の 樹脂成型･印刷部品

2010年 3月～ 量産開始(NSMX社)
･ニッセイ･アドバンテック･メヒコ社の
工場の一部を活用して基板ASSY

2011年 2月 新工場完成
2011年 7月～ 量産開始
･四輪車計器用基板アッセンブリ量産

ニッセイ･アドバンテック･メヒコ社ニッポンセイキ･デ･メヒコ社(NSMX)

自社工場で量産開始することで
生産効率向上・生産能力拡大

メキシコ現地２法人体制～ 北米における四輪車用計器の
コスト競争力強化実現

米州におけるコスト競争力強化・生産能力拡大

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場･大規模市場への積極展開によるシェアの拡大～



･最終組立(2輪)

･基板ASSY(4輪)

－ 米国・メキシコ・ブラジル 最適生産体制（将来構想） －

･最終組立
(4輪)

ｵﾊｲｵ

･最終組立
(4輪)

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ
ｻﾝﾊﾟｳﾛ

メキシコ ２法人体制 確立

･文字板
･指針

ﾒｷｼｺ ･基板
ASSY

ﾒｷｼｺ

・ﾒｷｼｺからの廉価部品の
供給によるｺｽﾄ競争力ｱｯﾌﾟ

・将来は
南米も含めた米州全体の生産・
部品供給体制確立へ

・ﾒｷｼｺでの4輪計器
最終組立ても検討

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ
ﾏﾅｳｽ

米州におけるコスト競争力強化・生産能力拡大

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場･大規模市場への積極展開によるシェアの拡大～



中長期成長戦略

もの造り力の強化

（２）グローバル生産体制の強化

① 中国・インドのコスト競争力強化と生産能力拡大

② 米国・メキシコが一体となったコスト競争力強化

③③ グローバル相互補完体制の高度化グローバル相互補完体制の高度化

④ 海外生産工場の徹底した生産性向上

成長市場･大規模市場への積極展開による計器
のシェア拡大



グローバル相互補完体制の高度化

・アセアン・中国拠点から欧米日印の各拠点への部品・製品の供給

・アセアン・中国域内での部品・製品の供給

・メキシコ拠点から米国拠点への部品の供給

・ブラジル域内での部品の供給

・香港拠点での部品の集中購買とグローバル各拠点への供給

高度な部品・製品供給体制を構築 ＝ コスト競争力の強化

【現状】

【今後の取組み】

・海外拠点の増加

・災害等のサプライ・チェーン・

クライシスへの備え

情報ネットワーク・管理システム
を強化することで、日々のオペレ
ーションを高度かつ低コストで
遂行する「仕組み」を構築・進化
させる

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場･大規模市場への積極展開によるシェアの拡大～



樹脂材料 着色加工事業

加工前 ⇒ 染顔料等の添加・加工 ⇒ 加工後

【事業内容】
◇無色透明である樹脂材料に染顔料等を加え、粒状の着色樹脂材料へ加工
◇添加剤を加え環境耐久性・物理強度向上の加工

【製品用途】
汎用樹脂から高機能樹脂まで
◇車載・民生部品材
◇光学系(レンズ)、医療系
◇ＬＥＤ照明用拡散材、太陽光パネル材など

【製造拠点】
◇日本（当社子会社）
◇タイ
◇中国

※8000色以上の対応が可能

- 今後注力する子会社事業の紹介 -

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場･大規模市場への積極展開によるシェアの拡大～



樹脂材料 着色加工事業

主要顧客：旭化成ケミカルズ㈱、三菱エンジニアリングス㈱、㈱クラレ 等

【事業拡大のカギ】
◇新開発材料の国内開発→海外生産による品質とコストの両立
◇市場拡大が見込まれるＬＥＤ照明用拡散材、太陽光パネル材や
高機能製品である光学系・医療系の拡販強化

（２）グローバル生産体制の強化 ～成長市場への積極展開によるシェアの拡大～

業績推移
- 今後注力する子会社事業の紹介 -
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2012年3月期第2四半期決算説明会

2011年11月17日


